
ながた緑プロジェクト 緑化事業 助成要綱 
平成３０年８月２１日 長田区長決定 

（目的） 

第１条 この要綱は、ながた緑プロジェクトの一環として実施される緑化事業

（以下「緑化事業」という。）に対する助成に関し、地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）、神戸市補助金

等の交付に関する規則（平成２７年３月神戸市規則第３８号。以下「補助金規

則」という。）などの法令に定めのあるもののほか、必要な事項を定める。 

 

（緑化事業の種類） 

第２条 区長は、次に掲げる緑化事業に対して、予算の範囲内で助成するものと

する。 

（１）商店街の緑化 

（２）記念植樹 

（３）その他の緑化 

 

（助成対象者、助成要件、助成内容等） 

第３条 区長は、前条各号に規定する緑化事業の種類に応じて、それぞれ別表に

定める対象者、緑化事業の内容及び対象経費（前条第２号に係る場合を除く。）

に該当する場合に、それぞれ同表に定める助成を行うものとする。 

 

（助成の申請） 

第４条 第２条の助成を受けようとする者は、緑化事業の実施前に、助成申請書

（様式第１号の１）を、同条各号に規定する緑化事業の種類に応じて、それぞ

れ別表に定める添付書類を添えて、区長に提出するものとする。 

 

（助成の決定等） 

第５条 区長は、前条の申請を受けた場合は、速やかにその内容を審査し、助成

の決定をしたときは、助成決定通知書（様式第２号）により当該申請者にその

旨を通知するものとする。 

２ 区長は、前項の審査により助成を不適当と認めたときは、助成不可決定通知

書（様式第３号）により当該申請者にその旨を通知するものとする。 

 

（実施報告書の提出） 

第６条 前条第１項の助成の決定を受けた申請者（以下「助成事業者」という。）

は、当該緑化事業が完了したときは、速やかに実施報告書（様式第４号の１）

を区長に提出するものとする。 



（助成金の交付額の確定） 

第７条 補助金規則第１６条第１項による通知は、助成金額確定通知書（様式第

５号）により行うものとする。 

 

（助成金の請求） 

第８条 助成事業者は、助成金の交付を受けようとするときは、助成金請求書

（様式第６号）を前条の確定通知書を受領後直ちに区長に提出するものとす

る。 

２ 前項の請求があったときは、区長は、速やかに助成金を助成事業者へ支払う

ものとする。 

 

（交付の特例） 

第９条 前条の規定にかかわらず、助成事業者が、補助金規則第１８条第２項に

基づき当該緑化事業の完了前に概算払を受けようとするときは、助成金概算

払請求書（様式第７号）を区長に提出するものとする。 

２ 前項の請求があった場合において、区長は、概算払の必要性を精査し必要と

認めたときは、速やかに当該請求にかかる助成金を助成事業者に支払うもの

とする。 

３ 区長は、前項の規定により助成金を支払った場合は、第６条の実施報告書の

受領後５日以内に精算を行うものとし、補助金規則第２０条第２項に基づく

返還が発生するときは、速やかに当該事業者に納付書を交付し、直ちに返還を

求めるものとする。 

 

（助成金の取消の通知） 

第１０条 区長は、補助金規則第１９条第３項の規定による通知は、助成金交付

決定取消通知書（様式第８号）により行うものとする。 

 

附則 この要綱は、平成３０年８月２１日から施行する。 

 

附則 この要綱は、令和２年３月１６日から施行する。 

   ただし、既にながた緑プロジェクト商店街の緑化にかかわる活動助成金

交付要綱により助成を受けている緑化事業については、なお従前の例に

よる。 

 

附則 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 



別表（第３条関係） 

 

（１）商店街の緑化 

対象者 

大正筋商店街、六間道商店街を管理する団体 

緑化事業の内容 

・上記の商店街で取り組む緑化事業であること。 

・事業完了後 5 年間は緑化を維持すること。 

対象経費 

・緑化資材費（一年草など花苗、フェンス・通路なども含む。） 

・施工費 

・緑化を維持するために特別に要する経費のうち、区長が適当と認めるもの 

・その他緑化に関わる経費（ただし、次に掲げるものは除く。） 

①水分補給以外の飲食に関わるもの 

②対象者の人件費及び報酬 

③領収書がない等使途が不明なもの 

④その他区長が適当と認めないもの 

助成 

緑化事業に要する経費の全部又は一部で区長が決定する額の助成金の交付 

添付書類 

・緑化事業計画書（様式第１号の２） 

・緑化事業収支予算書（様式第１号の 3） 

・団体名簿（様式第 1 号の 4） 

・実施箇所の位置図及び現況写真 

・土地所有者等の使用承諾書（様式第 1号の 5）又は維持管理書の写し 

（２）記念植樹 

対象者 

・緑化に取り組む団体等 

・緑化可能な土地を所有し、又は管理する個人 

緑化事業の内容 

・長田南部で行う記念植樹であること。 

 ただし、区長が特別に認める場合はこの限りでない。 



・植樹場所は、外部から視認可能であり、樹木の育成が良好な土地であること。 

・植樹後 5年間は樹木を育成すること。 

助成 

・記念植樹の資材（樹木苗木及び樹名札）等の提供 

添付書類 

・記念植樹計画書（様式第 1 号の 6） 

・植樹場所の位置図及び現況写真 

・団体名簿（様式第 1 号の 4） 

・土地所有者等の承諾書（様式第 1号の 5）又は維持管理書の写し 

（３）その他の緑化 

対象者 

・構成員が概ね 10 名以上で、地域の緑化に取り組む団体等 

緑化事業の内容 

・長田南部で取り組む緑化事業であること。 

・緑化面積が 30 ㎡以上であること。 

・公共用地（公有地又は不特定多数の者が自由に利用できる公共の用に供する

土地）における緑化事業であること。 

・上記公共用地は、外部から視認可能又は一般の区民が利用可能であること。 

・事業完了後 5 年間は緑化を維持すること。 

対象経費 

・緑化資材費（一年草など花苗、フェンス・通路なども含む。） 

・施工費 

助成 

緑化事業に要する経費の全部又は一部で区長が決定する額の助成金の交付 

添付書類 

・緑化事業計画書（様式第 1 号の 2） 

・緑化事業収支予算書（様式第 1号の 3） 

・団体名簿（様式第 1 号の 4） 

・実施箇所の位置図及び現況写真 

・土地所有者等の使用承諾書（様式第 1号の 5）又は維持管理書の写し 

 


